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（平成19年3月末現在）甲斐市の人口　73,941人（－211）

住民基本台帳人口72,546人（－208） 男性36,121人（－157） 女性36,425人（－51）
世帯数27,612世帯（－25） 外国人登録人口1,395人（－3） （ ）内は前月比
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ハナミズキ（花水木）
■表紙の写真は、市道境大下条線沿いの
ハナミズキを撮影したものです。■ハナ
ミズキの花期は４月下旬から５月上旬で
すが、今年は例年より早く咲き始めまし
た。■ハナミズキは、北アメリカ原産の
ミズキ科ヤマボウシ属の落葉高木で、和
名アメリカヤマボウシと言われています。
白や薄ピンクの花をつけ秋につける実は
複合果で赤く、庭木や街路樹に多く植え
られています。
■ハナミズキは、東京市（現東京23区)が
平和の使者としてアメリカにサクラを贈
った返礼として日本に贈られた花として
有名です■甲斐市の道路沿いには多くの
ハナミズキが植えられていますので、天
気の良い日に市内を散策してみてはいか
がでしょうか。また、市民のみなさんの
新築・誕生・結婚を祝して差し上げてい
る記念樹。ハナミズキを選ぶ人も多いそ
うです。



会　　計　　名 平成19年度予算額 平成18年度予算額 増　減　額　　

一般会計 20,930,000 21,459,000 △529,000

国民健康保険特別会計 6,390,350 5,510,707 879,643

老人保健特別会計 4,453,898 4,534,404 △80,506

介護保険特別会計 2,633,037 2,416,600 216,437

介護サービス特別会計 30,609 39,306 △8,697

住宅新築資金等貸付事業特別会計 10,943 12,883 △1,940

簡易水道事業特別会計 80,911 101,391 △20,480

地域し尿処理施設特別会計 21,958 21,571 387

農業集落排水事業特別会計 15,302 11,186 4,116

宅地開発事業特別会計 14,003 129,887 △115,884

下水道事業特別会計 2,938,997 2,949,885 △10,888

水道事業会計 1,388,241 1,526,020 △137,779

総　合　計 38,908,249 38,712,840 195,409

一
般
会
計
の
予
算
額
は

2
0
9
億
3
、
0
0
0
万
円

各
会
計
の
予
算
総
額
は

3
8
9
億
8
2
4
万
9
千
円

平
成
19
年
度
当
初
予
算
が
、
市
議
会

2
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
成
立
し
ま
し

た
。先

月
号
で
藤
巻
市
長
の
予
算
概
要
説

明
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
今
月
号
で

は
、
主
な
施
策
と
そ
の
予
算
額
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
計
別
の
予
算
額
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

一
般
会
計
は
、
2
0
9
億
3
、
0
0

0
万
円
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
を
合
計
し
た
予
算
総
額
は
、

3
8
9
億
8
2
4
万
9
千
円
で
す
。

一
般
会
計
の
概
要
は
4
〜
7
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
で
す
。

（単位：千円）
平成19年度　当初予算会計別予算額
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款 H19当初予算額 構成比
市税 8,686,614 41.5

地方譲与税 221,600 1.1

利子割交付金 45,000 0.2

配当割交付金 44,000 0.2

株式等譲渡所得割交付金 68,000 0.3

地方消費税交付金 661,000 3.2

ゴルフ場利用税交付金 34,000 0.2

自動車取得税交付金 127,400 0.6

地方特例交付金 70,000 0.3

地方交付税 3,430,000 16.4

交通安全対策特別交付金 20,000 0.1

分担金及び負担金 414,856 2.0

使用料及び手数料 303,091 1.4

国庫支出金 1,958,326 9.4

県支出金 1,187,988 5.7

財産収入 25,932 0.1

寄附金 1 0.0

繰入金 790,003 3.8

繰越金 300,000 1.4

諸収入 573,889 2.7

市債 1,968,300 9.4

合　　　計 20,930,000 100.0

市
税
は
、
前
年
度
比
13
・
8
％
増
で
10
億
5
、
0

0
0
万
円
ほ
ど
多
い
約
86
億
8
、
6
0
0
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
の
税
源
委
譲
に
伴
う
税
制

改
正
に
よ
る
増
額
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
前
年
度
5
億
4
、
6
0
0
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
所
得
譲
与
税
が
廃
止
さ
れ
た
ほ
か
、

地
方
特
例
交
付
金
も
制
度
改
正
に
よ
り
大
幅
な
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
も
国
の
総
額
抑
制
の

影
響
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
2
億
2
、
0
0
0
万
円

減
額
し
、
34
億
3
、
0
0
0
万
円
と
す
る
な
ど
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
さ
ら
な
る
地
方
交
付
税
の
制
度
改
革
の

推
進
な
ど
に
よ
り
歳
入
構
成
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

な
ど
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
財
源
確
保
に
十
分
留

意
し
て
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

（単位：千円、％）一般会計当初予算（歳入）

歳
入
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款 H19当初予算額 構成比
議会費 232,087 1.1

総務費 2,117,053 10.1

民生費 5,375,319 25.7

衛生費 1,979,508 9.5

労働費 45,482 0.2

農林水産業費 560,436 2.7

商工費 230,447 1.1

土木費 3,838,171 18.3

消防費 911,786 4.3

教育費 2,734,709 13.1

災害復旧費 2,500 0.0

公債費 2,763,348 13.2

諸支出金 99,154 0.5

予備費 40,000 0.2

合　　　計 20,930,000 100.0

（単位：千円、％）一般会計当初予算（歳出）

第
一
次
甲
斐
市
総
合
計
画
の
2
年
目
を
迎
え
、
総

合
計
画
で
定
め
る
将
来
像
の
「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る

生
活
快
適
都
市
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
都
市
機
能
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
心
豊
か
で
文
化
の
か
お
る

ま
ち
づ
く
り
」「
健
や
か
で
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」

「
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
安
全
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で
築

く
ま
ち
づ
く
り
」
の
6
つ
の
方
針
に
従
い
、
各
施
策

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
出
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母子保健事業 3,312万円
予防接種事業 7,829万円

○医療体制の充実
休日夜間急患体制事業 3,207万円
乳幼児医療費助成事業 1億941万円
老人医療費助成事業 1,595万円

○国民健康保険制度等の充実
国民健康保険特別会計繰出金 4億4,200万円
老人保健特別会計繰出金 3億7,432万円
後期高齢者医療連合負担金など 2,542万円

活気にあふれるまちづくり ――――
○観光産業の振興
観光イベント事業 1,963万円
温泉施設維持管理事業 1億1,730万円

○産業の経営革新等の支援
甲斐市商工会補助金 1,709万円

○農業施設整備等の促進
地産、地消事業 1,144万円
中山間地域等直接支払事業 1,290万円
農地や水の資源の保全向上対策交付金 211万円
竜王土地改良区補助金 854万円

○農林業基盤整備の促進
土地改良事業 1億5,724万円
県営土地改良事業 1億510万円
林道の改良・舗装工事など 3,247万円
松くい虫防除対策事業 1,640万円

○都市農山村交流の推進
クラインガルテン施設管理運営費 1,639万円

安全で快適に暮らせるまちづくり ―
○防災・減災対策の推進
自主防災組織訓練等補助 863万円
甲府地区行政事務組合・峡北広域行政
事務組合への消防事業負担金 7億5,016万円
消火栓新設・修繕などの負担金 1,305万円
消防ポンプ車・消防軽自動車購入など

3,445万円
洪水ハザードマップ作成 1,060万円
木造住宅耐震診断・改修工事費補助金 150万円
○防犯体制の整備
防犯パトロール車運行、
防犯灯維持管理費補助金など 2,400万円

○交通安全の推進
カーブミラー・啓発看板設置など 1,000万円

○治山・治水対策の推進
河川維持事業 3,000万円
河川改修事業 1億円

○緑化の推進
都市公園・市立公園維持管理事業 6,072万円
玉幡公園運営事業 1,787万円
緑化推進事業（拠点花壇設置工事など）

1,819万円
○公園整備の推進
（仮称）志麻の里防災公園整備 2,832万円

○上水道等の整備
簡易水道事業特別会計繰出金 6,134万円

○生活排水処理の充実
下水道事業特別会計繰出金 10億7,342万円

○ごみ・し尿処理施設等の充実
一般廃棄物処理基本計画策定 300万円
ごみ収集運搬事業 1億8,993万円
資源リサイクル推進事業 5,181万円
ごみ減量化運動補助金交付事業 1,406万円
中巨摩広域事務組合・峡北広域行政事務組合へ
のごみ処理・し尿処理等負担金 7億1,324万円
地域し尿処理施設特別会計繰出金 498万円

○火葬場の運営
やすらぎ聖苑管理費 4,055万円

○公営住宅の整備など
市営住宅管理事業 1,345万円

○秩序ある都市計画の推進
都市計画マスタープラン策定など 2,325万円

住みよさをみんなで築くまちづくり
○行政評価システムの導入
行政評価導入事業 232万円

○情報化の推進
情報セキュリティ対策 497万円

○広聴広報の充実
広報発行事業 2,539万円

○自治組織の活性化
行政連絡調整委員報酬
行政連絡調整費交付金など 5,339万円
地域集会施設設置・改修事業 710万円

○地域コミュニティの活性化
男女共同参画推進事業 111万円

主な事業（基本政策別）
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都市機能の充実したまちづくり ――
○拠点となる地域の整備
竜王駅周辺整備事業 13億686万円
塩崎駅周辺整備事業基本計画策定 200万円

○幹線道路の整備促進
幹線道路整備事業 3億4,450万円

○公共交通機関等の整備
コミュニティバス試行運行事業 2,601万円
バス路線維持対策事業 1,538万円

○生活道路の整備・改良
道路維持改良事業 4,784万円
道路舗装事業 8,026万円
道路新設改良事業 2億2,335万円

心豊かで文化のかおるまちづくり ―
○生涯学習の推進
図書館資料購入事業 4,825万円

○生涯スポーツの推進
玉幡公園総合屋内プール運営事業 5,707万円
体育館維持管理事業 1,956万円
屋外体育施設維持管理事業 966万円
B&G海洋センター運営費 2,397万円

○学校教育の充実
竜王小学校校舎耐震補強及び大規模改修工事

2億1,150万円
竜王西小学校校庭芝生化及び
散水施設等設置工事など 3,780万
○芸術文化の振興
双葉ふれあい文化館自主企画事業 1,297万円

○文化遺産の保護・活用
文化財保護事業 370万円
文化財調査事業 2,167万円

○国際交流の推進
米国キオカック市訪日団受入れ補助、
豪州タラマラハイスクール
短期語学留学生受入れ補助 347万円

健やかで心ふれあうまちづくり ――
○地域福祉の推進
甲斐市社会福祉協議会への補助など 5,534万円
○障害者福祉の推進
自立支援給付事業 4億4,749万円
自立支援医療事業 4,292万円
地域生活支援事業 3,147万円
社会参加促進事業 180万円
特別障害者手当等給付費 2,201万円
障害者手当事業 7,200万円
補装具費事業 1,705万円
福祉タクシー助成事業 688万円
身体障害者医療費助成事業 1億6,525万円
○生活保障・自立支援の推進
生活保護費 4億7,245万円
○高齢者福祉の推進
老人保護措置事業 5,353万円
在宅福祉事業（高齢者福祉タクシー・
バス利用助成金など） 2,248万円
敬老祝金、健康祝金支給事業 771万円
○介護保険制度の充実
介護保険特別会計繰出金 3億9,768万円
介護サービス特別会計繰出金 1,668万円
○次世代育成支援対策の充実
ファミリーサポートセンター運営など 237万円
○児童福祉の推進
児童手当 6億71万円
児童扶養手当 2億6,190万円
市内保育所（私立）事業 4億2,200万円
広域保育事業 1億9,800万円
特別保育事業 2,923万円
ひとり親福祉事業 2,747万円
放課後子ども教室推進事業 476万円

○自らの健康づくりの推進
健康推進事業 1億7,363万円
肝がん健診事業 2,106万円
人間ドック事業 7,495万円

甲斐市19年度予算　　
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小
林
輝
男
さ
ん
、
孝
子
さ
ん
夫
妻
（
上
芦
沢
）
が
全

国
の
農
業
者
の
中
か
ら
み
ご
と
第
36
回
日
本
農
業
賞
個

別
経
営
の
部
大
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、

日
本
放
送
協
会

（
N
H
K
）
と

全
国
農
業
協
同

組
合
中
央
会
、

都
道
府
県
農
協

中
央
会
の
主
催

に
よ
る
、
農
業

経
営
や
技
術
の

変
革
と
発
展
に

意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
農

業
者
に
授
与
さ

れ
る
も
の
で
、
県
内
初
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

小
林
さ
ん
夫
妻
は
、
肉
用
牛
肥
育
専
業
経
営
と
し
て

１
、
３
４
０
頭
と
山
梨
県
最
大
の
経
営
を
実
現
し
、
県

内
畜
産
農
家
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
に

は
、
直
営
の
販
売
部
門
を
設
立
す
る
な
ど
、
常
に
新
た

な
視
点
で
経
営
発
展
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

特
筆
さ
れ
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
本
県
特
産
の
「
ブ

ド
ウ
」
の
搾
り
粕
を
飼
料
と
し
て
活
用
し
た
「
ワ
イ
ン
ビ

ー
フ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
普
及
、
ま
た
良
質
な
堆
肥
の
生
産

や
子
ど
も
た
ち
へ
の
体
験
学
習
な
ど
、
積
極
的
な
経
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
２
日
、
甲
斐
市
消
防
団
長
任
命
式
が
行

わ
れ
、
秋
山
博
人
団
長
が
藤
巻
市
長
よ
り
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
団
長
任
命
式
終
了
後
に
、
副
団
長
任

命
式
が
行
わ
れ
、
秋
山
団
長
よ
り
副
団
長
３
名

に
任
命
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

甲
斐
市
消
防
団
正
副
団
長
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

甲
斐
市
消
防
団
長

秋
山
博
人
【
再
任
】

甲
斐
市
消
防
団
副
団
長

小
澤
重
則
（
竜
王
地
区
）【
再
任
】

雨
宮
良
文
（
双
葉
地
区
）【
再
任
】

大
沢
正
彦
（
敷
島
地
区
）【
新
任
】

税証明の新年度切替作業のため、次の日は自動交
付機が停止します。この日は各庁舎市民課窓口で住民
票、印鑑証明書、税証明を交付します。大変ご迷惑を
おかけしますがご理解とご協力をお願いします。
自動交付機停止日　５月31日（木）
この日は、各庁舎市民課窓口にて次のとおり住民票、

印鑑証明書、税証明を交付しますのでご利用ください。
時間　午前８時30分～午後７時
■問い合わせは…
市民課（竜王庁舎１階） 055（278）1664
敷島支所市民課 055（277）3112
双葉支所市民課 0551（20）3650

自動交付機が停止します5/31

甲斐市消防団正副団長が決まる

３
月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
59
回
山
梨
県
消

防
記
念
日
式
典
に
お
い
て
、
甲
斐
市
消
防
団
は
、
永

年
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、（
財
）
山
梨
県
消
防
協
会
会

長
表
彰
竿
頭
綬
の
表
彰
を
受
章
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
副
団
長
の
小
澤
重
則
さ
ん
が
永
年
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
栄
誉
あ
る
次
の
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

個
人
表
彰
　
小
澤
重
則
副
団
長
　

消
防
庁
長
官
定
例
表
彰
　
永
年
勤
続
功
労
章
、

（
財
）
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
　
功
績
章

秋山博人団長雨宮良文副団長

小澤重則副団長大沢正彦副団長

消
防
団
が
各
種
表
彰
を
受
章

小林輝男さん、孝子さん夫妻

日
本
農
業
賞
大
賞
を
受
賞

上
芦
沢
の
小
林
夫
妻
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４月号では選挙運動期間についての
お話でしたが、今月は代理投票と点字
投票についてお話します。
代理投票
選挙人が投票所に行って、投票用紙
に候補者名や政党名を自分で書くこと
が原則ですが、身体の障害や負傷など
で自書できない場合は、本人に代わっ
て投票用紙へ書いてもらうことができ
ます。これは、自分の投票を別の人に
任せるということではなく、単に代筆
してもらうという制度です。
■代理投票の方法
代理投票を希望する場合は、投票所
で職員に申し出てください。投票管理
者から指定された投票事務職員などが
代筆し、投票箱へは自分で投函します。
この代理投票は、同様に期日前投票で
もできます。
点字投票
視力に障害のある人は、点字で投票
することができます。選挙権のある人
は、だれでも投票できるようにすると
いう法の趣旨に基づく制度です。
■点字投票の方法
投票所で申し出ていただけると、点
字投票用の投票用紙が交付されます。
また、投票所には候補者の名前や政党
を点字で表示した用紙が用意してあり
ます。なお、投票所に点字器が備えて
ありますが、自分で用意した点字器を
使ってもかまいません。
※身体に重度の障害があるなどのため
投票所に行けない方は「郵便投票制度」
（11月号）、病院に入院中や他所に滞在
中などの方は「不在者投票」（12月号）
をご利用ください。

●問い合わせは…
甲斐市選挙管理委員会事務局
(総務課：竜王庁舎３階)
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
055（278）1661
055（276）7216

Ｅメール
senkan＠city.kai.yamanashi.jp

●
竜
王
東
小
学
校
へ

坂
本
幸
道
さ
ん
（
西
八
幡
）
が
、
彫
陶

「
親
子
の
絆
」（
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
入
り
）

●
双
葉
公
民
館
へ

小
野
重
孝
さ
ん
（
富
竹
新
田
）
が
、
カ

ラ
オ
ケ
ア
ン
プ
（
４
０
、
０
０
０
円

相
当
）

●
双
葉
東
小
学
校
へ

双
葉
東
小
学
校
P
T
A
が
、
ジ
ェ
ッ

ト
ヒ
ー
タ
ー
２
基
（
２
２
３
、
０
０

０
円
相
当
）

双
葉
東
小
学
校
第
６
学
年
P
T
A

が
、
テ
ン
ト
一
張
り
（
１
２
３
、
９

０
０
円
相
当
）

菊
地
マ
ツ
さ
ん
（
宇
津
谷
）
が
、
貝
殻

細
工
92
個
（
２
７
、
６
０
０
円
）

双
葉
東
小
学
校
同
窓
会
が
、
印
鑑
89

名
分
、
連
絡
袋
95
名
分
（
３
９
、
７

２
５
円
相
当
）

●
竜
王
東
保
育
園
へ

竜
王
東
保
育
園
保
護
者
会
が
、
園
名

プ
レ
ー
ト
（
４
８
、
０
０
０
円
相
当
）

●
竜
王
中
央
保
育
園
へ

竜
王
中
央
保
育
園
保
護
者
会
が
ワ
イ

ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
１
台
（
３
０
、
０
０

０
相
当
）

●
敷
島
保
育
園
へ

敷
島
保
育
園
保
護
者
会
が
、
マ
ー
チ

ン
グ
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
５
台
、
ス
ネ
ア

ド
ラ
ム
ホ
ル
ダ
ー
５
台
（
１
１
７
、

０
０
０
円
相
当
）

●
双
葉
西
保
育
園
へ

菊
地
マ
ツ
さ
ん
（
宇
津
谷
）
が
、
貝
殻

細
工
（
１
１
、
４
０
０
円
相
当
）

双
葉
西
保
育
園
保
護
者
会
が
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
１
台
、
プ
リ
ン
タ
ー
１

台
（
８
０
、
０
０
０
円
相
当
）

５
月
20
日
（
日
）
に
第
１
回
「
梅
の
里

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に

お
い
て
農
産
物
販
売
や
各
団
体
の
出

店
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
サ
ブ
会
場
の
矢
木
羽
湖
周
辺
で
は

梅
の
も
ぎ
取
り
が
体
験
で
き
ま
す
。

ご
家
族
、
お
友
だ
ち
お
そ
ろ
い
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
梅
も
ぎ
体
験
は
５
月
18
日
（
金
）
か
ら

22
日
（
火
）
の
間
実
施
し
ま
す
。

日
時

５
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
　
雨
天
決
行

場
所

甲
斐
敷
島
梅
の
里
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

■
問
い
合
わ
せ
は
…
梅
の
里
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
農
事
組

合
法
人
ゆ
う
の
う
敷
島
）

０
５
５

（
２
６
７
）
０
８
３
１

【
寄
付
】

梅
の
里
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

こ
れ
ま
で「
い
き
い
き
新
緑
ま
つ
り
」、

「
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ
」、「
緑
と
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
イ
ベ
ン
ト

が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
19

年
度
か
ら
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
発
展

的
に
統
合
し
、
新
た
に
市
を
代
表
す
る

催
し
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。開

催
は
、
10
月
７
日
（
日
）
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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地
方
分
権
を
進
め
る
た
め
、
国
税

（
所
得
税
）
か
ら
地
方
税
（
住
民
税
）
へ

税
金
が
移
し
替
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
住
民
税
と

所
得
税
の
割
合
は
変
わ
り
ま
す
が
、
所

得
税
と
住
民
税
と
を
合
わ
せ
た
み
な
さ

ん
の
税
負
担
が
変
わ
る
こ
と
は
基
本
的

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
ど
う
し
て
変
わ
る
の
？

Ａ

よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効

率
よ
く
地
方
で
行
え
る
た
め
に
、
国
か

ら
地
方
へ
税
源
の
移
譲
が
行
な
わ
れ
ま

す
。地

方
団
体
が
自
主
的
に
財
源
の
確
保

を
行
い
、
自
ら
の
責
任
で
よ
り
効
率
的

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
国
税

か
ら
地
方
税
へ
、
税
そ
の
も
の
の
形
で

約
３
兆
円
の
税
源
移
譲
が
行
な
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
住
民
税
は
ど
う
変
わ
る
の
？

Ａ

住
民
税
の
税
率
が
一
律
10
％
（
市
民

税
６
％
、
県
民
税
４
％
）
に
な
り
ま
す
。

住
民
税
所
得
割
の
税
率
は
、

従
来
３
段
階
の
超
過
累
進
課
税

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
所
得
の
多
い
少
な
い
に
関
わ

ら
ず
、
一
律
10
％
の
比
例
税
率

課
税
に
変
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
額
所

得
者
の
多
い
地
域
に
税
収
が
集

中
す
る
こ
と
な
く
税
源
移
譲
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

※
こ
の
改
正
は
、
平
成
19
年
６

月
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
課
税
所
得
額
と
は
？

Ａ

み
な
さ
ん
の
給
与
や
事

業
収
入
は
、
税
法
上
「
収
入
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。「
課

税
所
得
額
」
と
は
、
こ
の

「
収
入
」
か
ら
給
与
所
得
控
除

や
事
業
の
必
要
経
費
、
基
礎

控
除
、
扶
養
控
除
、
社
会
保

険
料
と
い
っ
た
所
得
控
除
を

差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
で

す
。
こ
の
「
課
税
所
得
額
」

に
税
率
を
か
け
た
も
の
が

「
税
額
」
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
み
な
さ
ん
の
税
負
担
額
は
増
え
る
？

減
る
？

Ａ

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
住
民
税
が
増
え

て
も
、
所
得
税
が
減
る
た
め
、
納
税
者
の

負
担
は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

住
民
税
所
得
割
の
10
％
比
例
税
率
化

に
伴
い
、
国
が
集
め
る
国
税
（
所
得
税
）

の
税
率
も
見
直
さ
れ
ま
す
。
住
民
税
に

つ
い
て
は
最
低
税
率
が
５
％
か
ら
10
％

に
引
き
上
げ
、
最
高
税
率
が
13
％
か
ら

10
％
に
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
が
、
所

得
税
は
逆
に
最
低
税
率
が
10
％
か
ら

５
％
に
引
き
下
げ
、
最
高
税
率
が
37
％

か
ら
40
％
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す

（
平
成
19
年
１
月
分
よ
り
適
用
）。
ま
た
、

人
的
控
除
の
差
に
対
応
し
た
減
額
措
置

も
講
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
税
源
移
譲

前
と
後
で
「
所
得
税
＋
住
民
税
」
の
負

担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
定
率
減
税
の
廃
止
、
収
入

の
増
減
、
控
除
額
の
増
減
等
の
理
由
に
よ

り
税
額
が
増
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

課税所得額＝
収入－必要経費－所得控除

住民税所得割の税額＝
課税所得額×税率
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住
民
税
と
所
得
税
の
人
的
控
除
額
の

差
額
に
基
づ
く
負
担
増
を
調
整
す
る
た

め
、
住
民
税
所
得
割
か
ら
次
の
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

・
合
計
課
税
所
得
額
が
２
０
０
万
円
以
下

の
人
は
…

人
的
控
除
額
の
差
額
と
住
民
税
の
合
計

課
税
所
得
額
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
額
の

５
％
を
減
額

・
合
計
課
税
所
得
額
が
２
０
０
万
円
以
上

の
人
は
…

次
の
計
算
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
額

を
減
額

た
だ
し
、
こ
の
額
が
2
、
5
0
0
円

未
満
の
場
合
は
、
2
、
5
0
0
円
を

減
額

・
定
率
減
税
７
・
５
％
（
限
度
額
２
万

円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
定
率
減
税
分
が
増
額
と
な
り
ま
す
。

・
昨
年
に
65
歳
以
上
で
一
定
以
下
の
所

得
（
１
２
５
万
円
）
の
人
に
対
す
る
住

民
税
の
非
課
税
措
置
が
、
平
成
18
年
度

よ
り
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

今
ま
で
住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
か
っ
た

人
に
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。た

だ
し
、
経
過
措
置
に
よ
り
、
平
成

19
年
度
分
の
税
額
は
、
平
成
17
年
１
月

１
日
に
65
歳
に
到
達
し
て
い
た
人
で
、

昨
年
の
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

は
、
税
額
が
３
分
の
１
減
額
さ
れ
ま
す
。

（
平
成
20
年
度
は
全
額
負
担
と
な
り
ま

す
。）

※
住
民
税
に
は
上
記
で
説
明
し
た
所
得

割
の
他
に
均
等
割
（
市
民
税
３
千
円
、

県
民
税
１
千
円
）
も
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
３

｛人的控除額の差額－
（合計課税所得額－200万円）｝×５％

人
的
控
除
の
差
に
基
づ
く

負
担
増
の
減
額
措
置
と
は

そ
の
他
主
な
変
更
点
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◎
平
成
19
年
度
新
規
事
業

内
　
容：

高
齢
者
の
社
会
活
動
の
範
囲

を
広
め
、自
立
を
支
援
す
る
た

め
、タ
ク
シ
ー
利
用
券
、ま
た
は

バ
ス
回
数
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者：

市
内
に
在
住
す
る
75
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

う
ち
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
住
民
税
が
非
課
税
の
人

②
自
ら
自
動
車
を
運
転
し
な

い
人

利
用
で
き
る
交
通
機
関

タ
ク
シ
ー
の
場
合

山
梨
県
タ
ク
シ
ー
協
会
に

加
入
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

バ
ス
の
場
合

山
梨
交
通
（
株
）
が
運
行
し

て
い
る
バ
ス
（
甲
斐
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
含
み
ま
す
）

申
し
込
み
方
法：

申
請
書
に
よ
り
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
　
容：

認
知
症
に
よ
る
徘
徊
高
齢
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
、
徘
徊
探
知
端
末
（
G

P
S
）
を
貸
与
し
、
徘
徊
高

齢
者
の
早
期
発
見
に
協
力
す

る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
者
の

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者：

65
歳
以
上
の
認
知
症
に
よ
る

徘
徊
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族

利
用
料
金：

無
料
（
端
末
の
基
本
料
金
、

位
置
情
報
検
索
の
利
用
料
金

等
は
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
）

申
し
込
み
方
法：

窓
口
に
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

市
で
は
、
在
宅
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
19
年
度
よ
り
従
来
の

高
齢
者
在
宅
福
祉
事
業
に
加
え
さ
ま
ざ
ま
な
新
規
事
業
を
実
施
し

支
援
し
ま
す
。、
お
気
軽
に
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
従
来
か
ら
あ
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
随
時
広
報
誌

で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

内
　
容：

介
護
保
険
通
所
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
み
な
さ
ん
の

食
費
自
己
負
担
額
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

助
成
金：

食
費
１
回
に
つ
き
1
0
0
円

対
象
者：

市
内
に
在
住
し
、
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の

在
宅
高
齢
者
の
う
ち
、
次
の

要
件
を
満
た
す
人

①
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
※

注
）
を
利
用
し
て
い
る
人

②
介
護
保
険
料
の
保
険
料
段

階
が
、
第
１
・
第
２
段
階
の

人（※
注
　
通
所
介
護
サ
ー
ビ

ス
と
は
、
通
所
介
護
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、

介
護
予
防
通
所
介
護
、
介
護

予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
介
護
予
防
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
お
よ
び
介
護

予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。）

申
し
込
み
方
法：
申
請
書
に
よ
り
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
　
容：

日
頃
か
ら
、
生
き
が
い
と
健

康
管
理
を
行
っ
て
い
る
高
齢

者
に
、
い
き
い
き
高
齢
者
健

康
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者：

市
内
に
在
住
し
、
前
年
の
４

月
１
日
現
在
満
70
歳
以
上
の

人
の
う
ち
、
前
年
４
月
１
日

か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
介
護
認
定
お
よ
び
医
療
行

為
を
受
け
て
い
な
い
人
。

支
給
額：

２
万
円

申
し
込
み
方
法：

申
請
書
に
よ
り
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
サ
ー
ビ
ス
の
詳
し
い
内
容
や
申
請
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
は
…

・
高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

0
5
5（
2
7
7
）3
1
1
6

・
竜
王
支
所
地
域
課

0
5
5（
2
7
8
）1
6
6
6

・
双
葉
支
所
地
域
課

0
5
5
1（
2
0
）3
6
5
1

高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス

利
用
料
金
助
成
事
業

介
護
保
険
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
食
費
負
担
額
助
成
事
業

い
き
い
き
高
齢
者
健
康
祝
金
支

給
事
業

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
事
業

12



Ｂ＆Ｇ海洋センタープール情報
４月11日にリニュ

ーアルオープンした双
葉Ｂ＆Ｇ海洋センター
プールに続き、６月１
日には敷島Ｂ＆Ｇ海洋
センタープールもオー
プンする予定です。
各海洋センタープール

の詳しい開館日程および教室の開催予定は広報へ掲
載していきますのでご覧ください。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
０５５１（２０）３６５６

○双葉B＆G海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

開館時間 料金表
午前10時～正午（午前の部）
午後１時～午後５時（午後の部）
午後６時～午後９時（夜間の部）

甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ５月21日（月）

・学校体育施設（６月分） 午後７時～
・社会体育施設（７月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ５月24日（木）～

午前８時30分～午後５時30分
・学校体育施設（６月分）
・社会体育施設（７月分）

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
０５５１（２０）３６５６

ヴァンフォーレ甲府を応援しよう
今季、Ｊ１昇格２年目で真価が問われるヴァンフ

ォーレ甲府。スタジアムでの熱い声援でＪ１上位を
狙うヴァンフォーレ甲府を後押ししましょう。

健康水中体操教室（前期）参加者募集
ヒザや腰に負担の少ない、水中ウオーキングや水

中体操を始めてみませんか。専門のインストラクタ
ーの指導のもと、運動方法をやさしく指導していき
ます。顔を水につけるのが嫌な人でも大丈夫。気軽
に参加してください。
日　程 ５月16日（水）～７月18日（水）

毎週水曜日（計10回）
午前10時30分～11時30分　
※後期は９月から開催します。

場　所 双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター
受講料 1,000円（初回受講日に納入）
募集定員 30名
受付開始 ５月７日（月）午前９時から電話にて受付
持ち物 水泳着・水泳キャップ（必ず着用）・タオル等
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
０５５１（２０）３６５６

文部科学省スポーツ功労者
に万才在住の長谷川行光さん
が選ばれ、文部科学大臣表彰
を受けました。
これは、長谷川さんが、昨年

10月にフィンランドで開かれた世界
空手道選手権で男子団体形で見事銅メダルを獲得
されたことが評価されたものです。

13
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４月１日●　
韮崎警察署甲斐分庁舎が業務をスタート　

勇壮に堂々と　４月７日●
甲州軍団に「甲斐市」出陣

３月31日深夜から１日未明にかけて、甲斐分庁舎のスタートを
記念したセレモニーが行われました。これまで甲斐市の警察署の
管轄は、甲府・南甲府・韮崎署と旧町単位で分かれていましたが、
今回の組織再編で、韮崎署
に統一されました。分庁舎
には、地域・交通部門が配
置され、各種届出窓口も設
置されています。この日は
セレモニー終了後、降りし
きる雨の中早速パトカーが
市内のパトロールに出発
し、分庁舎としての業務が
スタートしました。

第37回信玄公祭りのメインイベント甲州軍団出陣
に、甲斐市が市となってから初めて参加。山の軍団1
番隊として出陣したのは甲斐市消防団の敷島・双葉分
団の総勢40名。武田二十四将のうち三枝勘解由左衛門
尉守友に秋山団長が扮し、軍団を引き連れ勇壮に出陣
しました。
陣屋を構えた甲府市朝日町では、地元の白木町発展

会のみなさんに手厚いもてなしを受
け、信玄公本陣のある舞鶴城まで出立。
甲府駅前からの甲州軍団出陣では桜

を散らす雨のなか、ホラ貝、ドラの音
を響かせ声高らかに勝ち鬨をあげ、勇
壮に出陣。大河ドラマ「風林火山」の
放映効果で例年より大幅に上回る、県
内外から訪れたたくさんの観客の前で
弓矢をひくパフォーマンスなど披露。
その堂々とした出陣は、甲斐市を存分
にPRしていました。

●４月　　入園、入学式が行われ、新生活がスタート
満開の桜のなか、市内の保育園、幼稚園、小中学校で、入園・入

学式が行われました。
保育園では、式の始めのうちは保護者にしがみついていた入園児

も、お姉さんお兄さんたちの歌による歓迎を受け、にこにこと聞き
入り一緒に口ずさんでいました。
担任の先生から名前を一人ひとり呼ばれ元気よく返事する子や恥

ずかしそうな子もいた小学校の式では、新入生全員に交通安全の願
いの込められた黄色い帽子がプレゼントされました。中学校では、
新入生代表の生徒が新しい学校生活への抱負など誓いのことばを力
強く述べていました。

双葉中学校 敷島小学校

竜王北保育園
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敷島公民館では公民館まつりが行われ、文化協会所属団体や公民館利用
者団体などが合唱や舞踊、詩吟などの舞台発表、手芸や書道、盆栽などの

展示を行い、訪れた人を楽しませました。また、子どもクラブ、女性団体による焼
きそばや豚汁の模擬店も出店され地域のみなさんが交流を深めました。
竜王南部公民館では「第１回竜王南部公民館音楽祭」が開催されました。これは、
日頃公民館で練習に励んでいるコーラスや篠笛、ジャズバンドなどの愛好会の発表
の場として企画され、会場に詰め掛
けた聴衆の前で練習の成果を披露し
ました。

春の訪れを告げるおまつりが市内各地で催されました。
４月１日には、山本地区にある国の重要文化財指定の薬師堂が
ある光照寺境内で薬師堂祭典が行われ、たくさんの人で賑わいま
した。玉川地区では、若一王子神社で「やこっさんのちょうちん
まつり」で親しまれる若一王子祭典が行われ、玉川東区・西区そ
れぞれの子ども神輿、大人神輿が地域を練り歩きました。また、
神社神楽殿では竜王新町の神楽保存会によるお神楽の舞が披露さ
れ、まつりを盛り上げました。

15日は、甲州三大神幸のひとつに数えられる
「おみゆきさん」が信玄堤を舞台に行われました。
このおまつりは、釜無川の水防を祈願して毎年
この日に行われています。一宮の浅間神社（笛吹
市一宮町）、二の宮美和神社（笛吹市御坂町）から
はお神輿が、三宮の玉諸神社（甲府市）からは箱
に入った御弊が信玄堤に到着し、女装姿の担ぎ
手が「ソコダイ・ソコダイ」という独特のかけ声
を上げながら三社神社まで練り歩きました。

●４月　春の訪れを告げる、まつり

公民館利用者が発表会　３月18日●

農事組合「ゆうのう敷島」が管理するクラインガルテンで、農作業
指導会、開園祭が行われました。今年度、新設された20棟のクラインガ
ルテンに入居する人たちは、開園祭に先立ち行われた農作業指導会で
土づくり講習や農機具の使い方など講師の話を熱心に聞き入り、メモ

を取る姿がありました。
また、開園祭では、「お
世話役」として農作業
のお手伝いをしてくれ
る地元農家のみなさん
や先に入居している先
輩ガルテナーの人たち
と対面。さっそく交流
が深められていました。

●４月14日　
クラインガルテン開園祭　

敷島公民館
竜王南部公民館

おみゆきさん

薬師堂祭典

若一王子祭典
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毎年恒例の子どもの日のイベ
ントです。
ぜひみんなで遊びに来て
くださいね。

対象　幼児・小学生
日時　５月５日(土）こどもの日

午後２時～（午後１時30分開場）
場所　竜王図書館２階視聴覚室
出演　アリスの部屋、ききみみずきんおはなしの会

職員
内容　手袋人形、おはなし、上映会など

対象 幼児～小学生
日時 ５月６日（日）午後２時～
場所 敷島総合文化会館　視聴覚室
内容 手袋人形、大型絵本、パネ

ルシアター、手話大型紙芝
居、上映会

対象 幼児・小学生
日時 ５月26日（土）

午前11時～
場所 双葉図書館２階視聴覚室
内容 読み聞かせ、パネルシアター

ライライくんのおはなし劇場

ふうせん劇場スペシャル子どもの日のイベント

春風にのって
ちびっこあつまれ　

Ｇｏ！Ｇｏ！
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開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

５月のおやすみ
定例休館日　７日（月）、14日（月）、21日（月）、28日（月）
祝　　　日　３日（木）、４日（金）
月末整理日 31日（木）

テーマ 私は誰でしょう？
内容 お話、ブックトーク、工作

※第１土曜日の「キッズぷらねっ
と」は、子どもの日イベントを行
なうためお休みとなります。

対象 ０歳～１歳６か月
日時 ５月17日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

対象 １歳６か月～３歳
日時 ５月17日（木）

午前11時10分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、読み聞かせ、手

遊び、パネルシアターなど

対象 幼児～
日時 ５月19日（土）午後２時～　
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

対象 就園前の乳幼児
日時 ５月10日（木）

午前11時～11時30分
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

対象 幼児・小学生

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 ５月17日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館２階会議室
メニュー「小石川の家」青木玉　著 他
板前　ねの会
助っ人板前　虹の夢ふくろう　　　

クロスポイント

日時 ５月10日（木）、24日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー

・ひよこ組
対象 ５か月～１歳６か月
時間 午前10時15分～10時45分
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
対象 1歳６か月～3歳
時間 午前11時～11時30分
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～
日時 ５月12日（土）、26日（土）

午前10時30分～11時15分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 ５月19日（土）
午前10時30分～11時30分

場所　竜王図書館おはなしコーナー

日時 ５月12日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

内容　『フラガール』
2006年/日本/120分
監督/李　相日
出演/松雪泰子、豊川悦司　　
他

日時　５月26日（土）午後１時30
分開演（午後１時開場）

場所　敷島総合文化会館視聴覚室
定員　先着80名

日時　５月27日(日）午後１時30
分開演(午後１時開場）

場所　竜王図書館２階視聴覚室
定員　先着200名

（４月23日から５月12日まで)
～いっしょに、読もうか～

「こどもの読書週間」は、2000
年・子ども読書年を機に、ユネス
コが制定した「世界本の日」であ
る４月23日から５月５日の「子
どもの日」を含んで12日までの
３週間です。
子どもたちが良い本に親しみ、

読書の楽しみや喜びを知り、正し
い読書の習慣を身につくようすす
めるよい機会です。
また、大人になっても子どもの

読書がいかに大切なことか、良い
本を与えるためにはどういう努力
をしたらよいかということについ
て考える機会ともいえます。
ぜひ、この機会にご家族おそろ

いで図書館にお出かけください。

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭

敷島図書館

双葉図書館

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのもり

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

おはなしのとびら

上映会のお知らせ

休館日中の返却について
休館中返却する図書は返却ポストに入れてください。ただし、ビデオ・ＤＶ

Ｄ・CD等は破損の恐れがあるので開館してから窓口へ返却してください。

●返却ポスト設置場所・各図書館入口

第49回こどもの読書週間
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５
月
５
日
は
子
ど
も
の
日
で
す
。

子
ど
も
の
日
は
、
端
午

た
ん
ご

の
節
句
で
も

あ
り
ま
す
。
端
午
の
節
句
は
、
男
の

子
の
成
長
を
祝
い
、
健
康
を
祈
る
日

で
す
。
端
午
の
節
句
に
は
、
鎧
よ
ろ
い
、
兜
か
ぶ
と
、

刀
、
金
太
郎
を
模
し
た
人
形
な
ど
を

飾
り
、
庭
に
は
鯉
幟

こ
い
の
ぼ
り
を

た
て
ま
す
。
鯉
幟
は
、

鯉
を
空
高
く
泳
が
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も

の
成
長
と
出
世
を
願
う

も
の
で
す
。
こ
の
時
期
、

睦
沢
地
域
の
棚
田
の
上
空
に

浮
か
ぶ
鯉
幟
は
、
勇
壮
で
す
。

ま
た
、
端
午
の
節
句
の
供

物
と
し
て
柏
餅

か
し
わ
も
ち

が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
柏
餅
は
、
平
た
く
し

た
餅
に
餡あ
ん

を
の
せ
、
二
つ
折

り
に
し
て
カ
シ
ワ
の
葉
で
包

ん
だ
和
菓
子
で
す
。
カ
シ
ワ

の
葉
は
新
芽
が
育
つ
ま
で
、

古
い
葉
が
落
ち
な
い
こ
と
か

ら
、
家
系
が
途
切
れ
る
こ
と

が
な
い
、
子
孫
繁
栄

し
そ
ん
は
ん
え
い

の
縁
起

を
か
つ
い
だ
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。甲

斐
市
篠
原
に
あ
る
法
久
寺
の
カ

シ
ワ
は
、
本
堂
東
側
の
庫
裏

く

り

と
の
間

に
生
え
て
い
ま
す
。
樹
種
は
ブ
ナ
科

で
す
。
ブ
ナ
科
の
カ
シ
ワ
は
、
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
生
育
し
て
い
ま
す
。

大
き
さ
は
、
目
通
り
幹
囲
２
・
７

メ
ー
ト
ル
、
枝
張
り
東
側
７
・
２
メ

ー
ト
ル
、
西
側
４
・
７
メ
ー
ト
ル
、

南
側
５
・
２
メ
ー
ト
ル
、
北
側
９
メ

ー
ト
ル
、
樹
高
９
メ
ー
ト
ル

で
す
。
主
幹
部
は
１
・
８
メ

ー
ト
ル
よ
り
東
西
南
北
に
分

岐
し
て
い
て
、
北
側
に
あ
る

支
幹
が
幹
囲
２
・
１
メ
ー
ト

ル
と
最
も
太
く
、
長
く
伸
び

て
特
異
な
樹
形
を
作
っ
て
い

ま
す
。

法
久
寺
に
は
こ
の
ほ
か
に
、

コ
ツ
ブ
ガ
ヤ
が
県
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
造
寄
木
造
、
総
高
は
61
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
、
室
町
時
代
末
期
か
ら

江
戸
時
代
初
期
の
作
と
さ
れ
て
い
ま

す
。武

田
信
玄
は
そ
れ
ま
で
地
蔵
ヶ
原

（
現
在
の
竜
地
地
区
一
帯
）
に
散
在
し

て
い
た
集
落
を
集
住
さ
せ
、
屋
敷
割

を
定
め
、
竜
地
村
（
竜
地
新
町
、
竜

地
宿
）
を
形
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
、
棟
別
役
（
家
屋
に

か
か
る
税
金
）
や
諸
役
が
免
除
さ
れ

て
お
り
、
特
典
を
与

え
居
住
を
促
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら

信
濃
方
面
出
陣
の
際
、

竜
地
村
は
何
ら
か
の

役
割
を
担
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
々
は
信
玄
を
偲
び
、
武

田
社
を
建
立
し
不
動
尊
を
祀
り
ま
し

た
。
後
に
こ
の
不
動
尊
は
雨
乞
い
の

神
と
し
て
、
神
輿
に
納
め
、
近
く
の

竜
地
の
大
溜
池
を
ま
わ
り
、
竜
地
の

集
落
を
巡
り
最
後
に
貢
川
に
神
輿
ご

と
入
水
さ
せ
る
儀
式
が
昭
和
の
初
期

ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

当
時
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
資
料

で
す
。

法
久
寺

ほ
う
き
ゅ
う
じ

の
カ
シ
ワ

市
指
定
天
然
記
念
物

昭
和
58
年
５
月
６
日
指
定

武
田
不
動
尊

た
け
だ
ふ
ど
う
そ
ん

市
指
定
彫
刻

平
成
10
年
２
月
27
日
指
定
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市内の公道に面して設置されている「生け垣･花壇」「ハン
ギング・コンテナ」で、事業所、個人を問わず、通行人やご
近所を楽しませている公開性の高いものが対象です。なお、
庭園のコンクールではありませんのでご注意ください。

応募用紙（裏面）に必要事項を記入し、公道側からとった
写真を添えて、郵送またはご持参ください。応募用紙は、竜
王、敷島、双葉の各庁舎などにもおいてあります。

６月８日（金）必着

①生け垣･花壇部門　②ハンギング・コンテナ部門

選考委員会により現地審査を実施しますが、公開性やアピ
ール度、手入れや清掃、バランスや配置、アイデアや個性、
周囲への配慮などを採点基準とします。

表彰式を行うほか、入賞作品を市の広報誌などで紹介します。

最優秀賞　１点　写真楯と賞品
優 秀 賞　２点　写真楯と賞品
佳　　作　３点　写真楯と賞品
参 加 賞　応募者全員（推薦者も含む）

・応募書類は返却しません。
・過去の受賞者の再応募も大歓迎ですが、以前の受賞時より
上位に格付けされる場合に限り選賞の対象となります。

〒400-0192 甲斐市篠原2610番地　甲斐市役所（竜王庁舎）
緑化推進課緑化推進担当（２階26番窓口）
055（278）1671

応 募 先

そ の 他

賞（それぞれの部門ごと）

表 彰 方 法

審 査 基 準

応 募 部 門

応 募 期 限

応 募 方 法

募 集 対 象

募　集　要　領

『生け垣･花壇』『ハンギング・コンテナ』コンクール



私の所有（管理）する『生け垣・花壇』『ハンギング・コンテナ』を、上記推薦者により当コンクールに応
募することに同意します。

（『生け垣・花壇』『ハンギング・コンテナ』所有（管理）者：自署） 　　　　　　　　　　　　　　　　

所有者
（管理者）

住　所

氏　名

電　話

電　話

電　話

高　さ ｍ

甲斐市

（ 平成　・　昭和　） 年頃

設置場所

樹　種

延　長

『生け垣・花壇』の内容

推 薦 者　　※所有者以外が応募した場合、ご記入ください。

推薦者
住　所

氏　名

所有者

同意書

（『生け垣・花壇』『ハンギング・コンテナ』のコメント）

（コンクールへのご意見など）

道路側から撮影した写真をいっしょに提出してください。（枚数は問いません）

設置年ｍ

所有者
（管理者）

住　所

氏　名

甲斐市設置場所

花の名前

『ハンギング・コンテナ』の内容

※
応
募
さ
れ
る
人
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
抜
き
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
可
）

※平成16年 9 月施行の甲斐市個人情報保護条例にもとづき今回応募いただいた内容（氏名、住所等の個人情報）はコンクー
ルの目的以外には利用いたしません。

応 募 用 紙
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都
市
公
園
法
施
行
50
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
（
事
務
局：

（
財
）
日
本

公
園
緑
地
協
会
）
が
選
定
を
進
め
て
い

た
「
日
本
の
歴
史
公
園
１
０
０
選
」
が

発
表
さ
れ
、
全
国
３
３
２
公
園
の
応
募

の
う
ち
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
良
好
な
地

域
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
る
事
例
と

し
て
「
信
玄
堤
公
園
」
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
の
歴
史
公
園
１
０
０
選
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
都
市
公
園
法
施
行
50
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

暖かな春がやって来ま
した。いよいよ花の植替
えの時期です。あなたの
センスでお宅の庭の雰囲気を変えてみませんか。
市では、次の日程で花の苗プレゼントを行います。開花

時期が長く楽しめるマリーゴールドをお配りしますので、
みなさんでお出かけください。身近な場所から花を増やし、
花のあふれる明るいまちづくりを進めていきましょう。
なお、花苗の数には限りがありますので、あらかじ

めご了承ください。
配布日 ５月13日（日）
配付時間および配布会場
午前10時
竜王会場　市役所竜王庁舎玄関前
敷島会場　敷島総合文化会館玄関前
双葉会場　双葉ふれあい文化館玄関前

午後1時30分
竜王会場　玉幡公園総合屋内プール玄関前　
敷島会場　敷島南小学校正門前
双葉会場　双葉保健福祉センター玄関前

■問い合わせは…緑化推進課（竜王庁舎２階）
055（278）1671

市
で
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
様
々
な
緑
化
推
進
事
業
や
公
共

施
設
の
緑
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
住
宅
や
事

務
所
、
店
舗
な
ど
の
民
間
施
設
に
つ
い
て
も
「
甲

斐
市
緑
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
で
『
緑
化
基
準
』

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
築
行
為
を
行
う
際
は
、

敷
地
の
面
積
に
応
じ
た
緑
地
の
確
保
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
基
準
は
既
存
の
建
築
物
等

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
緑
の
創
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問い合わせは…緑化推進課
（竜王庁舎２階） 055（278）1671

ホームページ
http://www.posa.or.jp/op/50year/2007021901.html

＝市内６か所で＝

５月21日（月）・28日（月）の２週に渡って、３月
末に双葉地区で収録が行われた様子が放送されま
す。どんな場面が紹介されるか、ぜひご覧ください。
放送時間　午後８時～８時43分　

NHK総合テレビ
出　　演　ムッシュかまやつ・笑福亭鶴瓶

風林火山紀行で信玄堤が紹介されます
大河ドラマ「風林火山」の舞台となった名

所・旧跡を訪ねる風林火山紀行のコーナーで信
玄堤が紹介されます。５月中に放送予定です。
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嘱
託
職
員
募
集

職
種

甲
斐
市
専
門
交
通
指
導
員

応
募
資
格

心
身
と
も
に
健
康
で
交
通

指
導
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
自
動
車

運
転
免
許
証
を
も
っ
て
い
る
人

業
務
内
容

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

交
通
安
全
お
よ
び
交
通
指
導

勤
務
内
容

原
則
１
日
５
時
間
と
し
、

登
下
校
の
街
頭
指
導
・
市
内
の
巡

回
・
交
通
安
全
教
室
な
ど

給
与

甲
斐
市
専
門
交
通
指
導
員
規
則

に
よ
る
支
給

応
募
方
法

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

防
災
安
全
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
６

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
保
の
被
保

険
者
と
し
て
の
資
格
を
得
た
月
（
職
場
の

健
康
保
険
を
抜
け
た
り
他
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
月
）
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

（
例
）
６
月
に
会
社
を
辞
め
て
社
会
保
険

か
ら
脱
退
し
、
９
月
に
国
保
加
入
の
届

出
を
し
た
場
合
…

保
険
税
は
国
保
の
資
格
を
得
た
６
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ま
す
。

ま
た
、
届
出
を
し
た
９
月
ま
で
は
保

険
証
が
な
い
の
で
、
６
月
か
ら
８
月
ま

で
に
医
療
機
関
等
で
か
か
っ
た
費
用
は
、

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
保
険
証

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
14
日
以

内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
資
格
の
喪
失
の
場
合
は
保
険

証
の
返
還
手
続
を
、
ま
た
、
加
入
者
の

減
員
の
場
合
も
手
続
を
し
な
い
と
保
険

税
額
が
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
保
険
税
の
納
付
は
世
帯
主
の
義
務

世
帯
主
本
人
が
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、
世
帯
内
に

国
保
の
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
保
険

税
納
付
の
義
務
は
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

●
過
年
度
分
の
保
険
税

保
険
税
は
、
毎
年
４
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
分
を
年
間
の
保
険
税
と
し
て

計
算
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
月
に
国

保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
に
４
月
以
降
に
届
出
た
よ
う
な
場
合

に
は
、
３
月
以
前
の
保
険
税
は
現
年
度

の
４
月
分
か
ら
の
保
険
税
と
は
別
に
計

算
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
過
年
度
分
の

保
険
税
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
年
度
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得

の
申
告
を
し
た
り
、
世
帯
の
国
保
加
入

者
の
人
数
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
増
え
た
場

合
に
も
、
過
年
度
分
の
保
険
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

過
年
度
分
の
保
険
税
の
納
付
書
は
、

他
の
納
期
の
も
の
と
は
別
に
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
過
年
度
分
の
保
険
税
は
口

座
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
現
金
で

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

・
保
険
税
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

・
保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
に
す
る

と
便
利
で
す
。
支
払
い
に
行
く
手
間
も

省
け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
確
実
に
納
め

ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

水
道
週
間

高
齢
者
世
帯
に
は
無
料
で
点
検
を

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
水
道
週

間
」
で
す
。
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
水
道
に
つ
い
て
み
な
さ
ん

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
水

道
関
係
者
が
連
携
し
て
広
報
活
動
な
ど

の
運
動
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

◇
出
張
点
検

６
月
１
日
（
金
）
・
４
日
（
月
）

高
齢
者
世
帯
の
人
を
対
象
に
、
水
道

設
備
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

点
検
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
あ
ら
か

じ
め
水
道
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

担
当
者
が
出
張
し
水
回
り
の
点
検
を
行

い
、
簡
単
な
修
理
は
そ
の
場
で
行
い
ま

す
。

受
付
期
間

４
月
25
日
（
水
）
〜
５
月
16
日
（
水
）

水
道
何
で
も
相
談

６
月
４
日
（
月
）
〜
７
日
（
木
）

水
道
に
つ
い
て
日
頃
お
気
づ
き
の
点

を
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
水
道
局
業
務
課
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
３

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
ん
な
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
を

必
要
の
な
い
増
改
築
を
強
引
に
契
約

す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
な
ど
、
悪
質
な

訪
問
販
売
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
下
水
道
事
業
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
次
の
よ
う
な
セ
ー
ル
ス
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
「
市
役
所
か
ら
委
託
さ
れ
て
排
水
管
を

洗
浄
し
て
い
ま
す
。
残
る
の
は
お
宅

だ
け
で
す
よ
」（
た
か
り
商
法
）

・
「
排
水
管
の
点
検
に
来
ま
し
た
」
と
訪

問
し
て
強
引
に
清
掃
し
た
後
、
高
額

な
代
金
を
請
求
す
る
（
点
検
商
法
）
な

甲
斐
市
広
報
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ど
、
手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
は

※
市
役
所
で
は
排
水
管
の
点
検
・
清
掃

委
託
な
ど
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

点
検
な
ど
の
誘
い
に
は
乗
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※
排
水
管
な
ど
は
、
絶
対
に
見
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
し
つ
こ
い
業
者
に
は
、
家
の
外
で
待

た
せ
て
「
市
役
所
に
確
認
す
る
」
と
告

げ
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
へ
の
早
め
の
接
続
を

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す

る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で

借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
が
あ
り
ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
50
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

●
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
　

一
人
い
る
こ
と

ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使

用
者
に
対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便

所
改
造
助
成
金
交
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
貸
住
宅
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
）

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
額

（
自
己
用
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

●
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
接
続
工
事
の
着
手
前
に
申
請
す
る
こ
と

②
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
　

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

④
官
公
署
、
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
法

人
で
な
い
こ
と

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
水
利
用
の

場
合
は
上
水
道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
、

水
道
料
金
と
一
緒
に
２
か
月
に
一
度
請

求
し
ま
す
。

※
敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
水

道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か
ら

の
請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合

は
別
々
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

●
敷
島
地
区
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
連
絡
事
項
　
氏
名
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

②
甲
府
市
水
道
局
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

③
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

特
定
計
量
器（
は
か
り
）定
期
検
査
実
施

計
量
法
の
規
定
に
よ
る
「
は
か
り
」
の

定
期
検
査（
２
年
に
１
回
）を
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
竜
王
地
区
、
敷
島
地
区
が

対
象
で
す
。
こ
の
検
査
を
受
け
ず
に
取

引
や
証
明
に
「
は
か
り
」
を
使
用
す
る
と

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
時
と
場
所

５
月
25
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午
　
　

竜
王
北
部
公
民
館
玄
関
前

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

竜
王
中
部
公
民
館
玄
関
前

５
月
28
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
　
　
　
　

敷
島
支
所
吉
沢
出
張
所
玄
関
前

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

敷
島
支
所
睦
沢
出
張
所
玄
関
前

６
月
１
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午
　
　

甲
斐
市
役
所
敷
島
支
所
玄
関
前

持
ち
物

印
鑑
、
手
数
料
（
は
か
り
の
種

類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

平
成
19
年
商
業
統
計
調
査

経
済
産
業
省
で
は
、
６
月
１
日
現
在

で
、
平
成
19
年
商
業
統
計
調
査
（
卸
売
・

小
売
業
）
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
・
小
売

業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
、
商
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
行
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、
市

区
町
村
に
お
け
る
商
業
の
振
興
、
中
心

市
街
地
活
性
化
な
ど
の
施
策
を
進
め
る

上
で
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
事
業
所

が
経
営
方
針
を
作
る
際
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
商
業
統
計
調
査
員

が
事
業
所
を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
を

配
布
し
て
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
取
集
す
る
方
法
で
行
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に

よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
、
統
計
作

成
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
報
告
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２
　

子
育
て
ひ
ろ
ば

プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
は
す
べ
り
台
・
ボ

ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
絵
本
コ
ー
ナ

ー
も
充
実
。
お
友
だ
ち
や
親
子
で
ゆ
っ

た
り
と
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

土
曜
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

甲
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ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

（
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
）

リ
ズ
ム
遊
び
や
、
読
み
聞
か
せ
、
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
、
わ
ら
べ
う
た
を
親
子
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
50
分
　

（
自
由
参
加
）

対
象

火
曜
・
水
曜
　

６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

木
曜
・
金
曜
　

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

体
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。

講
師

窪
田
音
楽
教
室
　
窪
田
敏
子
さ
ん

日
時

５
月
25
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

対
象

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
児
の
　

親
子

定
員

15
名
（
予
約
制
）

※
受
付
に
て
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
電
話
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
）

子
育
て
相
談

保
育
園
・
児
童
館
の
情
報
提
供
、
育

児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
接
相
談

の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

子
育
て
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

子
育
て
経
験
や
知
識
を
生
か
し
て
、
子

ど
も
た
ち
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
協

力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

活
動
内
容

子
育
て
教
室
の
講
師
・
子

育
て
講
演
会
参
加
者
の
託
児
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
、
子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

農
業
者
の
皆
様
へ

市
で
は
、
元
気
で
活
力
あ
る
農
業
の

実
現
と
、
新
鮮
で
安
心
な
農
産
物
生
産

の
た
め
の
補
助
金
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
申
請
条
件
・
予
算
等
の
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
生
産
調
整
対
策
市
単
独
助
成
事
業

内
容

生
産
調
整
を
行
っ
た
市
在
住
の

農
業
者
に
対
し
奨
励
金
を
交
付

条
件

作
付
け
内
容
が
、
一
般
作
物
か

特
例
作
物

補
助
率

一
般
作
物
９
円
／
㎡
、
特
例

作
物
５
円
／
㎡

○
学
校
給
食
米
生
産
者
補
助
事
業

内
容

学
校
給
食
用
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

を
生
産
・
出
荷
す
る
農
業
者
へ
の
補

助
金

条
件

農
業
協
同
組
合
の
検
査
で
認
め

ら
れ
た
も
の

補
助
率

籾
換
算
50
円
／
ｋ
ｇ

○
有
機
質
導
入
事
業

内
容

梨
北
、
中
巨
摩
東
部
農
協
か
ら
購

入
し
た
有
機
肥
料
（
土
の
里
、
あ
い
の

う
、
あ
い
の
う
α
、
育
、
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
の
５
種
類
）
購
入
費
の
補
助

条
件

農
協
正
組
合
員
、
申
請
は
１
回

で
１
世
帯
40
袋
限
度

（
基
準
単
価
は
１
袋
４
０
０
円
）

補
助
率

購
入
費
の
１
／
３

○
施
設
園
芸
振
興
対
策
事
業

内
容

園
芸
作
物
の
苗
、
ビ
ニ
ー
ル
、

鋼
材
等
の
資
材
お
よ
び
ハ
ウ
ス
等
の

施
設
へ
の
補
助

条
件

施
設
等
を
整
備
し
、
か
つ
イ
チ

ゴ
、
花
卉
、
薬
用
作
物
を
作
付
け
す

る
こ
と

補
助
率

経
費
の
３
／
10
（
上
限
50
万
円
）

○
農
業
共
済
掛
金
助
成
事
業

内
容

北
巨
摩
、
峡
中
・
南
部
農
業
共

済
組
合
の
加
入
共
済
掛
金
へ
の
補
助

条
件

果
樹
共
済
と
園
芸
施
設
共
済
へ

の
加
入

補
助
率

各
共
済
掛
金
の
１
／
３

○
有
害
獣
防
除
用
器
具
設
置
事
業

内
容

有
害
獣
か
ら
農
作
物
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
資
材
器
具
等
の
購

入
費
補
助

条
件

有
害
獣
は
イ
ノ
シ
シ
、
熊
と
し
地

区
ま
た
は
団
体
か
ら
の
申
請
に
よ
る

※
資
材
器
具
と
は
金
網
、
板
、
有
刺
鉄

線
、
金
属
支
柱
、
電
気
柵
な
ど

補
助
率

設
置
経
費
の
１
／
２

た
だ
し
上
限
５
万
円

○
や
は
た
い
も
作
付
け
補
助
事
業

内
容

や
は
た
い
も
作
付
け
に
対
す
る

補
助

条
件

竜
王
地
域
内
の
田
畑
に
１
０
０

㎡
以
上
作
付
け
し
た
も
の

補
助
率

20
円
／
㎡

■
問
い
合
わ
せ
は
‥

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

敷
島
支
所
地
域
課
（
敷
島
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
３

平
成
20
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

来
年
の
成
人
式
は
「
成
人
の
日
」
前
日

の
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
20
年
１
月
13
日
（
日
）

受
付

午
前
９
時
〜

式
典

午
前
10
時
〜

場
所

昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」

対
象
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

平
成
20
年
成
人
式
実
行
委
員
の
募
集

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
人
で
、
成
人

式
の
企
画
に
参
加
し
、
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
自
ら
の
手

で
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
グ
ル
ー

プ
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

会
議
日
程

６
月
頃
か
ら
開
催
予
定

募
集
内
容

平
成
20
年
成
人
式
の
企
画

（
記
念
品
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）
・
運

営
（
司
会
・
入
場
整
理
）
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

生
涯
学
習
文
化
課
（
双
葉
公
民
館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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炊
き
込
み
御
飯
教
室

地
元
女
性
農
業
者
の
指
導
の
も
と
、

４
種
類
の
炊
き
込
み
御
飯
を
作
り
ま
す
。

主
催

市
双
葉
自
立
経
営
農
業
振
興
会

日
時

５
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

場
所

双
葉
農
の
駅
加
工
所

参
加
資
格

甲
斐
市
在
住
・
在
勤
者

定
員

10
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料

無
料

申
込
期
日

５
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

高
齢
者
向
け
講
座「
ト
ラ
イ
２
０
０
７
」

社
協
で
は
、
み
ん
な
で
楽
し
く
で
き

る
講
座
を
、
年
間
通
し
て
市
内
３
か
所

で
開
催
し
ま
す
。

各
講
座
の
内
容
は
、
絵
て
が
み
、
手

芸
、
切
り
絵
等
で
す
の
で
、
是
非
、
こ

の
機
会
に
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

年
間
開
催
予
定

月
２
回
程
度

（
５
月
〜
平
成
20
年
２
月
ま
で
）

開
催
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

定
員

各
30
名

受
講
料

無
料
（
材
料
費
は
別
途
。
各

講
座
で
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

第
１
回
講
座（
絵
て
が
み
）

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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○
双
葉
教
室

開
催
日

５
月
10
日
（
木
）

場
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
敷
島
教
室
　

開
催
日

５
月
14
日
（
月
）

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
竜
王
教
室

開
催
日

５
月
18
日
（
金
）

場
所

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
各
教
室
、
同
一
の
内
容
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

親
子
の
遊
び
教
室

こ
い
の
ぼ
り
だ
よ
１
・
２
・
３

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
親
同
士

の
情
報
交
換
や
交
流
な
ど
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

乳
幼
児
と
そ
の
家
族

日
時

５
月
17
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

竜
王
北
部
公
民
館
２
階
和
室

内
容

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
親
子
体

操
・
絵
本
の
紹
介
・
助
産
師
の
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
・
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
な
ど

講
師

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」

参
加
料

無
料

定
員

40
組
（
完
全
予
約
制
）

受
付

５
月
８
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

市
営
田
中
団
地
１
号
館
06

号
室
（
１
D
K
）・
３
号
館
34
号
（
３
D

K
）（
甲
斐
市
篠
原
１
３
１
８
番
地
１
）

選
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。

世
帯
構
成
　

１
号
館
06
号
室
（
１
Ｄ
Ｋ
）
に
つ
い
て

は
、
単
身
世
帯
（
60
歳
以
上
、
障
害
者

４
級
以
上
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
単
身
世
帯
の
人
）

３
号
館
34
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）
に
つ
い
て

は
、
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
人
（
単
身

以
外
の
世
帯
、
同
居
親
族
の
あ
る
人
）

募
集
方
法

申
込
用
紙
を
建
設
課
、
敷

島
・
双
葉
支
所
各
地
域
課
で
配
布
し

ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
入
居
者
は
審
査
の
う
え

決
定
し
ま
す
が
、
該
当
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

５
月
７
日
（
月
）
〜
14
日

（
月
）

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
　
　
　

抽
選
日（
予
定
）
５
月
22
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
（
１
号
館
06
号
室
）

午
後
２
時
〜
（
３
号
館
34
号
室
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

人
材
バ
ン
ク
登
録
者
募
集

い
ろ
い
ろ
な
学
習
要
望
に
応
じ
て
派

遣
す
る
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

野
鳥
に
詳
し
い
人
や
、
凧
づ
く
り
名

人
な
ど
、
あ
な
た
の
知
識
と
技
術
を
活

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

第
11
回
竜
王
北
部
ふ
れ
あ
い
発
表
会

会
場

竜
王
北
部
公
民
館

●
５
月
26
日
（
土
）

展
示
発
表

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

パ
ン
の
実
演
コ
ー
ナ
ー

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
押
し
花
・
絵
手
紙
の
体

験
コ
ー
ナ
ー

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
５
月
27
日
（
日
）

開
会
式

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

舞
台
発
表

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

展
示
発
表

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

お
茶
席

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

パ
ン
の
実
演
コ
ー
ナ
ー

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
押
し
花
・
絵
手
紙
の
体

験
コ
ー
ナ
ー

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
　
　

古
雑
誌
の
販
売

午
前
10
時
〜
売
り
切
れ
次
第

ち
び
っ
子
リ
サ
イ
ク
ル
工
作（
リ
サ
イ
ク

ル
ク
ラ
フ
ト
お
ひ
さ
ま
キ
ッ
ズ
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

「
モ
ー
ル
で
作
る
ト
ト
ロ
と
真
っ
黒
く
ろ

す
け
の
メ
モ
ク
リ
ッ
プ
」

受
付

当
日
会
場
に
て

定
員

20
名

参
加
料
　
無
料

対
象

幼
児
〜
小
学
生

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

竜
王
南
部
公
民
館

展
示

文
化
協
会
川
柳
部

期
間

６
月
15
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１

竜
王
中
部
公
民
館

展
示

和
ら
ぎ
会
（
ち
ぎ
り
絵
）

期
間

５
月
31
日
（
木
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
中
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

教
育
相
談
室
〜
心
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
相
談
を

市
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
育
成

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
電
話
・
面
接
に
よ
る

相
談
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

不
登
校
・
い
じ
め
・
ひ
き

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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こ
も
り
・
問
題
行
動
・
進
路
等

相
談
員青

少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
４
名

場
所

双
葉
公
民
館
２
階
相
談
室

日
時
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

電
話

０
５
５
１
（
２
８
）
６
３
８
１

相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

市
で
は
、
地
域
生
活
支
援
事
業
の
メ

ニ
ュ
ー
の
一
部
と
し
て
相
談
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

障
害
（
児
）
者
ご
本
人
や
家
族
の
方
々

な
ど
、
手
帳
の
所
持
に
関
わ
ら
ず
、
ど

な
た
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
主
に
身
体
障
害
に
係
る
指
定
相
談
支

援
事
業
所

（
福
）ぎ
ん
が
福
祉
会
び
ゅ
ー

住
所

甲
斐
市
竜
王
２
６
７
ー
３

・

０
５
５
（
２
７
８
）
０
１
８
８

※
な
お
、
毎
月
１
回
出
張
相
談
を
行
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
月
第
２
金
曜
日
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
室
Ａ

・
主
に
知
的
障
害
に
係
る
指
定
相
談
支

援
事
業
所

（
福
）三
井
福
祉
会
ア
ン
ダ
ン
テ

住
所

甲
斐
市
牛
句
２
０
２
７
ー
３

０
８
０
（
１
３
３
４
）
１
８
７
７

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
０
１

（
福
）ひ
と
ふ
さ
の
葡
萄

住
所

中
央
市
山
之
神
１
５
２
２
ー

８
３０

９
０
（
７
２
１
６
）
２
３
３
３

０
５
５
（
２
７
４
）
０
６
５
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
生
活
支
援
シ
ス
テ

ム
研
究
会
パ
ン
ジ
ー

住
所

昭
和
町
上
河
東
５
４
３
ー
５

０
　
橘
田
住
宅

０
８
０
（
１
３
４
８
）
６
８
０
０

０
５
５
（
２
７
５
）
３
０
３
４

・
主
に
精
神
障
害
に
係
る
指
定
相
談
支

援
事
業
所

支
援
セ
ン
タ
ー
み
さ
き

甲
府
市
美
咲
１
ー
８
ー
５

０
５
５
（
２
５
１
）
７
６
１
１

す
み
よ
し
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
住
吉
４
ー
11
ー
５

０
５
５
（
２
２
１
）
０
０
７
１

■
問
い
合
わ
せ
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４
　
　

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

登
記
（
相
続
、
売
買
）
・
成
年
後
見
・

裁
判
事
務
な
ど
司
法
書
士
業
務
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
内
容

は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

５
月
11
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

10
名
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
以
内
と
な
り
ま
す
）

※
市
民
相
談
に
き
た
人
を
優
先
。（
２
名

ま
で
）
い
な
け
れ
ば
12
名
ま
で
受
付
。

担
当

山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
所
属
司
法
書
士

申
込
受
付

５
月
８
日
（
火
）

午
後
５
時
20
分
〜
35
分
ま
で
電
話
受

付
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
相
談

日
前
日
ま
で
の
業
務
時
間
内
で
受
付
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
電
話
に
よ
る

予
約
制
で
す
。

・
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律
事

務
所

甲
府
市
酒
折
２
ー
４
ー
５

０
５
５
（
２
２
４
）
１
９
４
０

開
催
日

水
曜
日
（
毎
週
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

木
曜
日
（
毎
週
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

金
曜
日
（
毎
週
）

午
後
３
時
〜
５
時

土
曜
日
（
第
４
の
み
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
　

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
丸
の
内
１
ー
８
ー
５

県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

開
催
日

毎
月
５
回

午
後
１
時
〜
４
時

・
法
テ
ラ
ス（
資
力
の
乏
し
い
人
に
限
ら

れ
ま
す
）

甲
府
市
中
央
１
ー
12
ー
37

イ
リ
ッ
ク
ス
ビ
ル

０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
１
１

開
催
日

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

・
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
北
新
１
ー
２
ー
12

０
５
５
（
２
５
４
）
０
１
１
０

開
催
日

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

家
族
や
友
達
同
士
で
自
然
と
触
れ
合

い
な
が
ら
、
新
緑
溢
れ
る
高
原
を
散
策

し
ま
せ
ん
か
。

主
催

市
教
育
委
員
会

日
程

６
月
２
日
（
土
）
※
雨
天
決
行

敷
島
総
合
文
化
会
館
出
発
（
午
前
６
時

30
分
）
〜
上
高
地
到
着
（
午
前
10
時
）

〜
ハ
イ
キ
ン
グ
（
約
４
時
間
半
）
〜
上

高
地
出
発
（
午
後
２
時
40
分
）
敷
島
総

合
文
化
会
館
到
着
予
定
（
午
後
６
時
）

場
所

長
野
県
上
高
地

参
加
資
格

市
内
在
住
者
（
中
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

募
集
定
員

１
３
０
名

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
教

室
申
込
み
」
と
記
入
の
上
、
参
加
者
の

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募

多
数
の
場
合
は
５
月
15
日
（
火
）
午
前

10
時
か
ら
双
葉
公
民
館
に
て
公
開
抽

選
会
を
実
施
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
ハ
ガ
キ
１
枚
で
５
名
ま
で
申
込
可

・
複
数
の
ハ
ガ
キ
で
の
重
複
申
込
不
可

申
込
期
限

５
月
10
日
（
木
）
必
着

参
加
料

１
人
３
、
０
０
０
円
（
バ
ス

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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代
な
ど
）
５
月
24
日
（
木
）
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
直
接
納
入

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

〒
４
０
０
ー
０
１
０
５

甲
斐
市
下
今
井
２
３
６
ー
２

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

第
３
回
甲
斐
市
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
参
加
者
募
集

主
催

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

日
時

５
月
６
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
受
付

午
前
９
時
試
合
開
始

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
26
日
（
土
）
に
延

期
し
ま
す
。

会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
開
会
式
会
場
）、
西
八
幡
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
玉
幡
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
別

○
男
子
の
部

小
学
生
１
部
（
５
・
６
年
生
）、
小
学

生
２
部
（
４
年
生
以
下
）、
中
学
生
部
、

一
般
（
高
校
生
含
む
）

○
女
子
の
部

小
学
生
１
部
（
５
・
６
年
生
）、
小
学

生
２
部
（
４
年
生
以
下
）、
中
学
生
部
、

一
般
（
高
校
生
含
む
）

参
加
資
格

市
内
在
住
在
勤
者

参
加
料
（
当
日
持
参
）

小
・
中
・
高
生
チ
ー
ム
５
０
０
円

一
般
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円

表
彰

各
種
目
と
も
１
位
〜
３
位
ま
で

※
参
加
賞
あ
り

申
込
期
日

５
月
１
日
（
火
）
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

小
学
生
部
は

所
属
ジ
ュ
ニ
ア
部
コ
ー
チ
ま
で

中
学
生
部
は

各
中
学
校
顧
問
の
先
生
ま
で

高
校
・
一
般
は

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
競
技
部
長
内
藤

ま
で

０
５
５
１
（
２
８
）
４
３
６
８

第
３
回
甲
斐
市
民
テ
ニ
ス
大
会
・
春
の

テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

主
催

市
テ
ニ
ス
協
会
　

■
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時５

月
13
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
、
女

子
シ
ン
グ
ル
ス

５
月
27
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

※
雨
天
中
止

会
場

西
八
幡
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格

市
内
在
住
在
勤
者

参
加
料

１
、
０
０
０
円

（
１
エ
ン
ト
リ
ー
）
当
日
持
参

■
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時

５
月
12
日
〜
６
月
９
日
（
毎
週
土

曜
日
・
計
５
回
）
午
後
８
時
〜
10
時

会
場

竜
王
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

講
師

市
テ
ニ
ス
協
会
指
導
員

参
加
資
格

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住

在
勤
者

参
加
料

１
、
０
０
０
円
（
５
回
分
）

当
日
持
参

定
員

20
名
（
先
着
順
）

持
ち
物

硬
式
用
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ

申
込
期
日

大
会
お
よ
び
各
教
室
の
前

日
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
初

心
者
や
シ
ニ
ア
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時

５
月
25
日
〜
６
月
15
日
（
毎
週
金

曜
日
・
計
４
回
）
午
後
８
時
〜
午
後

10
時

場
所

敷
島
体
育
館

対
象

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料

募
集
定
員

20
名

持
ち
物

体
育
館
履
き
、
タ
オ
ル

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
ま
す
。

指
導
者

県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
指
導
員

申
込
締
切

５
月
24
日
（
木
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

初
心
者
弓
道
教
室
参
加
者
募
集

主
催

市
体
育
協
会
弓
道
部

日
時

６
月
16
日
（
土
）
18
日
（
月
）
20
日

（
水
）
23
日
（
土
）
24
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
４
時

※
18
日
（
月
）
20
日
（
水
）
は
午
後
７
時
〜

９
時

場
所

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
弓
道
場

参
加
料

無
料

対
象
者

市
内
在
住
者
（
中
学
生
以
上
）

募
集
定
員

20
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

県
体
育
祭
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
市
代
表
選
手
選
考
大
会

第
60
回
県
体
育
祭
り
に
、
市
を
代
表

し
て
出
場
す
る
選
手
の
選
考
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

６
月
17
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

午
前
９
時
（
開
会
式
）

会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
タ
ー
ゲ

ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

参
加
資
格

市
内
在
住
者

競
技
方
法

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

申
込
期
日

５
月
31
日
（
木
）
ま
で
電
話

に
て
受
付
（
平
日
の
み
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

県
体
育
祭
り
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
甲
斐
市
予

選
会
参
加
者
募
集

県
体
育
祭
り
の
出
場
権
を
か
け
た
大

会
で
す
。

日
時

６
月
24
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
集
合

場
所

敷
島
体
育
館

種
目

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格

市
内
在
住
者
（
学
生
・
小
中

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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高
生
は
除
く
）

選
考
方
法

男
女
と
も
上
位
３
ペ
ア
を

自
動
的
に
選
考
し
、
他
２
名
を
予
選

会
出
場
選
手
の
中
か
ら
選
考
し
計
８

名
を
代
表
と
す
る
。

参
加
料

無
料

申
込
期
日

６
月
８
日
（
金
）
ま
で

申
込
方
法

体
育
協
会
事
務
局
へ
電
話

に
て
申
込

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

平
成
19
年
度
自
衛
官
等
の
募
集

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
幹
部
候
補
生

お
よ
び
予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す
。

●
幹
部
候
補
生

□
募
集
種
目

○
一
般
・
技
術

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の

者
※
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込
含
）

入
隊
後
約
１
年
で
３
等
陸
・
海
・
空

尉
　
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
は
２

等
陸
・
海
・
空
尉

○
歯
科
・
薬
剤

専
門
の
大
卒
（
見
込

含
）
20
歳
以
上
30
歳
未
満

（
薬
剤
は
26
歳
未
満
の
者
※
薬
学
修
士

学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満
）

免
許
取
得
後
、
歯
科
は
２
等
陸
・

海
・
空
尉
　
薬
剤
科
は
、
入
隊
後
約

１
年
で
３
等
陸
・
海
・
空
尉

□
願
書
受
付
期
間

５
月
上
旬
ま
で

□
第
１
次
試
験

５
月
下
旬

●
予
備
自
衛
官
補

□
募
集
種
目

○
一
般

資
格
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
者

３
年
間
で
50
日
間
訓
練
参
加
後
、
予

備
自
衛
官
と
し
て
任
用

○
技
能

資
格
　
18
歳
以
上
保
有
す
る

技
能
に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満
の
者

２
年
間
で
10
日
間
訓
練
参
加
後
、
予

備
自
衛
官
と
し
て
任
用

□
願
書
受
付
期
間

第
２
回
　
７
月
17
日

〜
10
月
15
日
（
第
１
回
の
受
付
は
終
了
）

□
第
１
時
試
験

第
２
回
　
10
月
下
旬

※
第
１
回
で
採
用
予
定
者
に
達
し
た

場
合
、
第
２
回
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
自
衛
隊
山
梨
地
方

協
力
本
部
南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
８
３
）
５
１
５
０

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
本
部
募
　

集
課０

５
５
（
２
５
３
）
１
５
９
１

山
梨
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア
開
催

県
で
は
、
県
内
企
業
に
就
職
し
た
い

と
考
え
て
い
る
首
都
圏
在
住
の
学
生
や

一
般
の
方
の
た
め
、
山
梨
Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●ＮＨＫ衛星第２テレビ「あなたとエアロビック」
公開収録

市では、市誕生３周年を記念してＮＨＫ甲府放送局と
の共催で「あなたとエアロビック」の公開録画を行います。
この番組では、エアロビックのインストラクターのみ
なさんが、日頃の運動不足やストレス解消、シェイプア
ップなど健康に役立つ体操を会場のみなさんに指導しま
す。
日時 ５月13日（日）午後２時受付　午後２時30分開始
会場 敷島体育館
主催 甲斐市、甲斐市教育委員会、ＮＨＫ甲府放送局
出演 知念かおる他インストラクター３名

放送日未定
※参加者の募集は締め切りました。

●ふれあいロビーコンサート
さわやかな風とともに名曲を響かせて
～古典から現代音楽まで～　
日時 ５月20日（日）午後２時開演
出演 ピアノ：落合絢子
入場無料

●「音楽の絵本プレミアム」コンサート
金管五重奏の「ズーラシアンブラス」と弦楽四重奏の

「弦うさぎ」、そしてフルート＆ハープの「ことふえパピヨ
ン」。動物たちが織りなす不思議なクラシックコンサー
トです。
日時 ６月17日（日）午後１時開場　午後１時30分開演
出演 ズーラシアンブラス・弦うさぎ・ことふえパピヨ

ン
入場料 親子券（大人１名＋小人１名）2,000円

大人券（高校生以上）1,500円
小人券（中学生以下）1,000円
全席自由　保護者のひざの上で鑑賞する乳幼児

は無料　

※チケットはふれあい文化館事務室の他、市内各公民館、
プレイガイドで発売中。

その他、７月には次の催し物を予定しています。
７月１日（日）
ファミリーミュージカル出演者オーディション
７月８日（日）
親子で楽しむ映画の集い「上映作品未定」

詳細は６月号でお知らせします。お楽しみに。

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール
事務室　 0551（20）3660
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ン
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

希
望
の
企
業
や
仕
事
に
出
会
え
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

５
月
25
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
　

受
付
　
正
午
〜

場
所

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
Ｊ
Ｒ
中
野
駅

前
）
13
階
　
コ
ス
モ
・
ス
カ
イ
ル
ー
ム

対
象

●
求
職
は
、
山
梨
県
内
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
社
会
人
お
よ
び
学
生
（
来
春
卒

業
予
定
の
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校

生
）
た
だ
し
、
高
校
生
は
除
き
ま
す
。

●
求
人
は
、
山
梨
県
内
に
事
業
所
・
支

店
等
が
あ
り
、
か
つ
、
勤
務
地
と
す

る
企
業
。

内
容

合
同
就
職
面
接
会
、
農
林
業
・

福
祉
等
の
仕
事
相
談
、
田
舎
暮
ら
し

等
の
情
報
提
供
な
ど

参
加
料

無
料

参
加
方
法

求
職
者
の
参
加
申
込
は
不

要
で
す
。
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
県
労
政
雇
用
課
　
　
　

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
２
　

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
４
　

平
成
19
年
度
国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種（
税
務
）試
験
の
お
知
ら
せ

受
験
資
格

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試
験
種
目

第
１
次
試
験

教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作
文
試
験

第
２
次
試
験
　
人
物
試
験
・
身
体
検
査

●
受
験
申
込
書
の
交
付
・
受
付

交
付
期
間

５
月
14
日
（
月
）
〜
７
月
３

日
（
火
）
※
土
日
を
除
く

交
付
場
所

甲
府
税
務
署

受
付
期
間

６
月
26
日
（
火
）
〜
７
月
３

日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
日
を
除
く

第
１
次
試
験

９
月
９
日
（
日
）

※
受
験
申
込
の
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
税
務
署
総
務
課

０
５
５
（
２
３
３
）
３
１
１
１

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

日
時
　
６
月
11
日
（
月
）
・
12
日
（
火
）

両
日
と
も
午
前
８
時
50
分
〜
午
後
５
時

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

会
場

山
梨
県
自
治
会
館

（
甲
府
市
蓬
沢
１
ー
15
ー
35
）

定
員１

８
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料

３
、
５
０
０
円

受
付

５
月
28
日（
月
）〜
６
月
１
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
消
防
本
部
予
防
課

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
８
４

特
設
合
同
行
政
相
談
所
開
設

総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所
が
開

設
し
ま
す
。

日
程

５
月
23
日
（
水
）

受
付
時
間

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所

オ
ギ
ノ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
店
１
階

ふ
れ
あ
い
広
場

（
中
央
市
山
之
神
１
１
２
２
）

内
容

国
・
県
・
市
な
ど
の
行
政
全
般

に
関
す
る
苦
情
、
意
見
、
要
望
や
行

政
書
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
民
事
相

談
も
受
付
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

０
５
７
０
（
０
９
０
１
１
０
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
（
２
級
課

程
）参
加
者
募
集

母
子
家
庭
の
母
等
を
対
象
と
し
た
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日

６
月
〜
10
月
の
原
則
と
し
て
毎
週
土

曜
日
（
お
お
む
ね
21
日
間
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
15
分

場
所

・
講
義
、
実
技

県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

（
甲
府
市
朝
日
４
ー
５
ー
21
）

・
実
習

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
設

対
象県

内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦

要
件講

座
の
受
講
が
自
立
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
人

内
容

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程

参
加
料

７
、
０
０
０
円

定
員20

名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

託
児無

料
で
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

（
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室
）

応
募
方
法

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
期
限

５
月
７
日
（
月
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
は
…

〒
４
０
０
ー
０
０
２
５

甲
府
市
朝
日
４
ー
５
ー
21

県
母
子
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
山
梨
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（(

財)

山
梨

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
内
）

０
５
５
（
２
５
２
）
７
０
１
４

０
５
５
（
２
５
３
）
７
０
４
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
16.ocn.ne.jp/̃bokaren/

竜
王
青
葉
若
葉
を
み
る
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

在
宅
で
の
生
活
や
療
養
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
な
ど
を
５
月
の
自
然
の
息
吹

を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
野
外
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
、
こ
の
参

加
者
の
お
世
話
を
お
手
伝
い
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

５
月
20
日
（
日
）

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

募
集
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
高
校
生
以
上
）

申
込
締
切

５
月
10
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
共
立
診
療
所
（
橘
田
）

０
５
５
（
２
７
９
）
８
６
１
１

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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●
部
長
　
昇
任

環
境
経
済
部
長
（
財
政
課
長
）
上
野
博
文

福
祉
保
健
部
長
（
企
画
課
長
）
小
田
切
義
夫
　

配
置
換

会
計
管
理
者
、
会
計
課
長
兼
務
（
総
務
部

長
、
竜
王
支
所
長
兼
務
解
除
）
保
延
博
　

総
務
部
長
、
竜
王
支
所
長
兼
務
（
福
祉
保

健
部
長
）
米
山
裕
文
　

●
課
長
・
園
長
　
昇
任

総
務
部
防
災
安
全
課
長
（
企
画
部
企
画

課
）
花
田
茂
美
　
竜
王
支
所
地
域
課
長
、

玉
幡
児
童
館
長
等
兼
務
（
都
市
建
設
部
建

設
課
）
小
野
裕
実
　
竜
王
北
保
育
園
長

（
双
葉
西
保
育
園
）
高
橋
み
さ
子
　

配
置
換

企
画
部
企
画
課
長
（
図
書
館
長
）
小
澤
久

生
　
企
画
部
財
政
課
長
（
会
計
課
長
）
武

井
泉
　
福
祉
保
健
部
子
育
て
支
援
課
長

（
竜
王
支
所
地
域
課
長
、
玉
幡
児
童
館
長

等
兼
務
解
除
）
横
森
栄
子
　
教
育
委
員
会

図
書
館
長
（
子
育
て
支
援
課
長
）
岩
下
由

紀
夫
　
敷
島
保
育
園
長
（
竜
王
南
保
育
園

長
）
岡
永
喜
　
竜
王
南
保
育
園
長
（
竜
王

北
保
育
園
長
）
金
丸
松
江

●
退
職

長
田
武
次
（
環
境
経
済
部
長
）
小
宮
真
弓

（
敷
島
保
育
園
長
）
山
本
京
子
（
竜
王
支

所
地
域
課
）
服
部
友
則
（
双
葉
支
所
地
域

課
）
井
上
和
子
（
敷
島
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
）
佐
々
木
妙
子
（
竜
王
小
学
校
）
出
浦

峰
子
（
竜
王
北
中
学
校
）
篠
原
知
恵
子

（
健
康
増
進
課
）
小
泉
貴
代
美
（
竜
王
支

所
地
域
課
）

●
採
用

市
民
部
税
務
課
　
古
屋
善
之
、
福
祉
保

健
部
子
育
て
支
援
課
　
柴
田
翠
、
福
祉

保
健
部
高
齢
福
祉
課
　
石
原
夕
佳
、
福

祉
保
健
部
高
齢
福
祉
課
　
三
村
美
佳
、

福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課
　
相
良
彩
華
、

竜
王
東
保
育
園
　
飯
室
誠
、
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
　
笠
井
康
次

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動
春の全国交通安全運動が、５月11日（金）から20日（日）までの10日間、
実施されます。
この運動は、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルー

ルの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けるとともに、県民自身に
よる道路交通環境の改善に向けた取り組みを推進することにより、交通
事故防止の徹底を図ることを目的としています。
運動の基本は「子どもと高齢者の交通事故防止」とし、
１　飲酒運転の根絶（全国重点）
２　自転車の安全利用の推進（全国重点）
３　後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底（全国重点）

の３項目を重点としていますが、韮崎警察署ではさらに
４　ＤＲＬ（デイタイム・ランニング・ライツ）運動　
～車両の昼間ライト走行も推進しております。

これは、昼間ライトを点灯することで交通事故が大幅に減少した実験
結果を受け、管内の交通事故を減少させるために取り入れたものです。
県民のみなさん、交通ルールを守り、安全で快適な交通環境を作って

いくために、この運動に積極的に参加しましょう。

事 件 事 故 は 110 番
警察では、各種事件・事故等の緊急事案の早期解決を目的として
「110番　地域を守る　ホットライン」を合い言葉に、県民のみなさ

まに広く110番通報のご協力をお願いしております。
110番通報は、携帯電話、一般加入電話などから「110」とダイヤルす
ると、県内どこからでも警察本部の通信指令室につながります。
通信指令室では、担当の警察官が、「いつ」、「何処で」、「何が」、「犯

人は」、「負傷者は」、「あなたの住所、氏名」などをお尋ねしますので落
ち着いてお話しください。
なお、４月１日から甲斐市が韮崎警察署の管轄となりましたが、竜王

地区と敷島地区から韮崎警察署 0551（22）0110へ電話する場合は、
市外局番なしの （276）0110でもつながりますのでご利用ください。

警察官採用のお知らせ
平成19年度山梨県警察官採用試験を実施します。
◆警察官Ａ(平成20年４月採用　第２回)
採用予定人員　男性20名程度 男性武道指導２名程度 女性２名程度
警察官Ｂ(平成20年４月採用　第１回）
採用予定人員　男性30名程度 女性２名程度
受付期間　７月25日（水）～８月24日（金）

（電子申請は８月17日(金)まで）
第１次試験日　９月16日（日）
■試験に関する問い合わせ・採用試験案内請求先
山梨県警察本部警務課人事担当

055（235）2121（代表）
0120（314）874（採用専用フリーダイヤル）

韮崎警察署・交番・駐在所
0551（22）0110・ 055（276）0110

県警察ホームページ　http：//www.pref.yamanashi.jp/police

職
員
人
事
異
動

平
成
19
年
度
の
人
事
異
動
が
４
月
１
日
付
け

で
、
１
２
３
人
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
人

事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
退
職
に

つ
い
て
は
、
３
月
31
日
付
け
発
令
で
す
。

（

）
内
は
旧
所
属



家庭等において伐採されたせん
定枝を粉砕処理します。
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径

10cm以下のものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とし

ます。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程 ５月のお休みは次の日です。
毎週金曜日、祝日（３、５日）
◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入口）
日程 ５月のお休みは次の日です。
毎週月・水・木・土曜日、祝日（４日）
受入時間 午前９時～正午、午後１時～４時
対象とならない枝
※葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の

付いた物、および草・竹等は受入しませんので注
意してください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限

り無料で差し上げています。
せん定枝受け入れ時間中であればいつでも取り

に来ていただいて結構です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参し

て、係員の指示に従ってください。

地球温暖化の原因のひとつである二酸化炭素
（CO2）。これ以外にメタンなど５種類を加えた６
種類が「温室効果ガス」と呼ばれています。
これら「温室効果ガス」を2012年までに６％

削減することを義務付けたのが「京都議定書」で
す。しかし、現在は削減どころか８％も増えてお
り家庭から排出される「温室効果ガス」も増え続
けています。
削減目標達成のため、ご家庭でも「温室効果ガ

ス」の削減に取り組んでみませんか。

取組①エアコンの設定温
度を変える
エアコンの冷暖房の設

定温度を１℃控えるだけ
で、年間約31㎏のCO2を
削減できます。これにク
ールビズ、ウォームビズ

をあわせて実施すれば、効果はさ
らに高くなります。

取組②蛇口はこまめに閉める
シャワーの湯を出しっぱなしに

すると、１分間で約10リットルが無
駄になります。わざわざ電気やガスで

沸かしたお湯をそのまま捨てるなんて、もっ
たいないじゃないですか。

取組③車の無駄なアイドリングはやめる
車によっては、３分間のアイドリングで約

100mlのガソリンを消費
するといわれています。
必要以上に長いアイドリ
ングは、環境だけでなく
家計にもやさしくありま
せん。

取組④エコ製品を選ぶ
新しい電化製品は環境に配慮したものがたくさ

んあります。例えば、1990年製のエアコン
（2.8kWクラス）を最新の同じクラスの製品に買
い替えると、CO2排出量が約55％削減されます。
電化製品を買い替えるときは、エコ製品を選んで
購入しませんか。

取組⑤買物はマイバッグ持参で
コンビニやスーパーで買物のときにもらえるビ

ニール袋は、一人当たり年間200～300枚使うと
いわれています。CO2に換算すれば約58㎏くらい
ですが、ちょっと使いすぎですよね。マイバッグ
に替えるだけでこの無駄がなくなります。

取組⑥使わない電化製品は
電源をコンセントから抜く

電源をコンセントにつなぐことで、わずかに消
費される電力が待機電力。ひとつの電化製品の待
機電力はわずかでも、チリも積もれば山となる。
家庭の全電力消費量に占める待機電力の割合はな
んと約10％。めったに使わない電化製品はコンセ
ントから抜いたほうがお得です。
いきなり全てを実践することは難しいかもしれ

ませんが、一人の意識が変わればまわりも変わり
はじめます。
真剣に地球温暖化問題について考えてみませんか。

せん定枝粉砕処理

地球温暖化を家庭から防止しましょう

■問い合わせは… 環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653 竜王支所地域課（竜王庁舎１階）

055（278）1666 敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113
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●個別運動指導の実施について
①運動プログラム作成
日常生活での健康づくり

に役立つ効果的な運動を行
うための健康運動指導士に
よる運動プログラム作成お
よび実践指導を行います。
運動器具等を使っての安全
で適切な指導をします。

日　時 ５月25日（金）午後1時30～4時30分
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料（ただし施設利用料１回100円必要）
持ち物 運動靴／運動のできる服装

予約制となりますので、希望日をご連絡下
さい。

②水中ウォーキング
集団で行なう水中ウォーキング教室を受講できな
い次の人を対象に、個別運動指導を行います。指導
は予約制。
場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対象者 市内在住者で次の人

・病院などに通っていて、運動を勧められる
が長時間運動できない人
・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受け
るのが困難な人
安全のため、かかりつけ医師の診断書（費
用の補助はありません）が必要な場合もあ
ります。
聞き取りの上、予約制になります。

■申し込み・問い合わせは…
敷島保健福祉センターに直接（月曜日休館）
055（277）7311

●健診受診調査および総合健診申し込みについて
平成19年度も市では、総合健診を実施します。（5
月～9月実施予定）
健診実施前に「健診受診調査及び総合健診申込書」
を各世帯に送付します。申込書が届きましたら、必
ず全員（19歳以上）記入し、提出期限までに同封さ
れている返信用封筒にて健康増進課まで送付してく
ださい。
「健診受診調査及び総合健診申込書」は総合健診
の実施時期に合わせて送付しますので、地区ごと送
付時期が異なります。ご了承ください。各地区への
送付見込み時期は次のとおりです。
竜王地区（上八幡・中八幡・下八幡１～３区・玉川
東・玉川西・八幡新田１～２区・月林・冷間・玉川
団地１～２区））・・・５月上旬
敷島地区・・・５月下旬
※双葉地区、竜王地区（上記以外の地区）はすでに
発送済です。
・転入等により、「健診受診調査及び総合健診申込書」

が届いていない人はお問い合わせください。
・双葉地区で総合健診を申し込まれた人には、４月
中に健診セットを送付しました。まだ届いていない
人はお問い合せください
・子宮がん検診についても「健診受診調査及び総合
健診申込書」にて申し込みを受け付け、受診券は後
日送付します。

●人間ドック受診申し込み
申込期間 5月1日（火）～11日（金）
対象者 40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
申込場所　健康増進課（敷島庁舎１階）、竜王支所地

域課、双葉支所地域課
申込方法 委託医療機関から希望する医療機関を選

び、健康保険証と印鑑を持参して申請して
ください。
その場で受診券を発行します。（総合健診
申込書とは別に申請が必要です。）
受診券発行後、ご本人から医療機関へ予
約をしていただきます。

受診期間 平成19年12月31日まで
料　金 ○市では、検査項目により次のとおり金額

を補助します。
基本健診のみを受けた場合、30,000円
基本健診に加え前立腺がん検査を受けた場
合、31,000円
基本健診に加え子宮がん検査、または乳が
ん検査（マンモグラフィー検査）どちらか
受けた場合、32,000円
基本健診に加え子宮がん検査と乳がん検査
（マンモグラフィー検査） 両方受けた場合、
33,000円
○自己負担金は医療機関によって異なりま
すが、6,000円～8,000円位です。
（オプションは除く）

委託医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、
甲府共立病院総合健診センター、甲府市医
師会健康管理センター、山梨県厚生農業協
同組合連合会健康管理センター、中沢クリ
ニック、竜王リハビリテーション病院、竜
王共立診療所、赤坂台病院、石和温泉病院
クアハウス石和、※甲府城南病院、※医療
法人康麗会笛吹中央病院（※の医療機関は
今年度から加わりました）

※申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受付し
ますが、予約状況により希望する医療機関でうけ
られないこともあります。早めに申請をして予約
することをおすすめします。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階) 0551（20）3651
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●三種混合予防接種の接種もれに注意しましょう
確実な免疫をつくるためには、第１期初回接種を確実に行い、基礎免疫をしっかりつけておくことが大切です。
＜接種時期と間隔＞
第１期初回接種：生後３か月～７歳６か月未満までに３～８週間の間隔で３回接種

※８週間の間隔を過ぎた場合は、任意接種（自己負担での接種）になりますので注意しましょう。
第１期追加接種：初回接種の３回目終了後、１年～１年半後に１回接種

●第２期二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期として二種
混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了していない場合は、今回
の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、問い合わせ先までご相談ください。
対 象 小学６年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）
持ち物 母子健康手帳、保険証　　　　接種医療機関 甲斐市内指定医療機関
接種方法１週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置されています。

なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●予防接種指定医療機関

34

■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

＜脳のいきいき教室（認知症予防教室）＞

＜介護予防教室＞



●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳児健診

のみ）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　※普段使用しているもの）
◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午後３時30分～４時30分）

：５月14日（月）双葉保健福祉センター
：５月17日（木）竜王保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情

報交換ができる教室です。
受　付 午後１時15分～１時30分（教室　午後１時30分～４時頃）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、麦茶等を持参してください。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササ

イズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイ
プアップへとつながります。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。
申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持参するもの 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参して

ください。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行なっています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

●乳幼児予防接種について
集団予防接種は混雑を避けるため会場を分けていますが、都合のつかない場合は他の会場で受けるこ

とも可能です。
集団予防接種受付時間　竜王保健福祉センター　午後１時30分～２時30分

敷島保健福祉センター　午後１時30 ～１時50分
双葉保健福祉センター　午後１時30分～２時30分
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